
飽和塩 AW用のご紹介

水分活性測定装置AW-1型は、出荷時にスタビリ
ティーモードにて±0.01awの精度であることを確認し
ています。季節の変わり目や測定環境の温湿度が
大きく変化した場合には、飽和塩を用いて精度確認
を行いましょう。

サンプル測定時と同じ条件で飽和塩を測定し、測定
結果が基準値の±0.02以上※になった場合、水分活
性校正を行うことを推奨します。

品目コード 品名 飽和塩の種類 価格¥

060990-020 飽和塩0.225aw 酢酸カリウム CH3COOK 10,000

060990-021 飽和塩0.328aw 塩化マグネシウム MgCl2 10,000

060990-022 飽和塩0.529aw 硝酸マグネシウム Mg(NO3)2 10,000

060990-023 飽和塩0.753aw 塩化ナトリウム NaCl 10,000

060990-024 飽和塩0.843aw 塩化カリウム KCl 10,000

060990-025 飽和塩0.930aw リン酸二水素アンモニウムNH4H2PO4 10,000

060990-026 飽和塩0.973aw 硫酸カリウム K2SO4 10,000

測定値が基準値の
±0.02aw以内※

①PCとAW-1型をUSBケーブルで接続する

②専用ソフトウェアを立ち上げ、「校正」、「水分活性
校正」をクリック

③校正する測定モードを選択

④測定時間を設定
（測定後そのまま校正する場合は5分）

⑤飽和塩の水分活性を入力

⑥測定を開始

⑦測定終了後「計算」を選択し、補正値を算出

⑧校正情報を入力

⑨「設定」を選択し、補正値を保存

測定値が基準値の
±0.02aw以上※

水分活性校正

サンプルの測定

飽和塩を測定

■飽和塩 AW用
製品詳細ページ

■ ISO 18787：2017を参考に調製

■蓋を開けてセンサー部分にセットするだけで準備完了

■繰り返し使用可能

■防水透湿膜により液漏れの心配なし

■測定するサンプルの水分活性に合わせて飽和塩の選択が可能

水分活性測定装置 AW-1型

測定前の精度確認 サンプル測定前の精度確認校正手順

特徴

※詳しくは取扱説明書をご覧ください。

■仕様

日常点検 校正
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※お客様の求める精度により異なります。

※水分活性は25℃の数値です。


